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　第1図 a～f  は1993年11月～1994年4月 の東海・南関東地域における月別震央分布図,第2図a

・b は1993年11月～1994年1月 と1994年2月～4月 の3か月毎の震央分布図を示す｡いずれも震源

の深さが90㎞以浅の地震の震央を示してある。第3図 a・b は1993年11月～1994年1月 と1994年2

月～4月 の3か月毎の主な地震の発震機構解である。この期間，特に目立った地震活動としては，

1994年2月末 から 3月にかけての伊豆半島東方沖の群発地震，同年2月の三宅島近海の地震，同年

3月の新島から神津島にかけての群発地震，などがある。また,上図の範囲外であるが1993年11月

に茨城県沖でM5 クラスの地震が相次ぎ発生している（本巻別項参照）。

　東海地域は，浜名湖付近や愛知県内そして駿河湾内でM3クラスの地震が発生した他はほとんど

目立った活動がない。伊豆半島東方沖の活動は昨年5月末から6月下旬にかけて発生して以来1)の

もので，2月27日 城ヶ崎沖のM3.8 の地震を最大とするものであるが，その後順調に活動が低下し

た。新島・神津島近海の地震活動は同年2月の三宅島近海の地震活動の隣接地域で 3月中旬に活発

化したが 1週間以内に活動が終息した（それぞれの活動については本巻別項参照）。

　各月の活動状況は次のとおり。

　1993年11月：図の範囲外ではあるが茨城県沖でM5.5 （9日5時48分， 深さは46㎞） の地震が起

こった。この地震による震度の最大は2（水戸，銚子など）であった。ほぼ同じ場所でこれを含め

M5 以上の地震が 3個， M4 クラスが 7個発生した。21日 にはこの約80㎞西でM4.6 の地震が発生

した（水戸，銚子で震度2)。東海地域は静穏であったが，15日に東海道はるか沖でM5.5の深発地

震（深さ378㎞）が発生している。

　1993年12月：東海地域に関しては静岡県内と愛知県中部でM3 クラスの地震が散発した。新島と

神津島の付近ではM3 クラスの地震が 5個発生しており，いずれも神津島で震度3 を観測した。茨

城県沖では13日にM5.2 の地震があり，水戸で震度3，福島，柿岡などで震度2， 東京， 横浜，千

葉，銚子などで 震度1を観測した。この地震の4分後 にはM3.9の余震が発生し水戸と柿岡で 震度

1 を観測した。また埼玉県北部では31日にM4.5の地震があり,水戸で震度2，日光，東京などで震

度1 を観測した。この他の周辺地域では，岐阜県中部で10日にM4.2，深さ7km の有感地震があっ

た。

　1994年1月：伊豆半島東方沖では23日 にM2.8の地震があり，網代で震度1 を観測した。 房総半

島南端とその沖合でM3.9（4日，深さ96km）と M3.3（19日，深さ52km） の地震があった。新島付

近では4日 から M3 クラスの地震を含む活動が起こり始め，5日にMの最大（3.5）の地震が起こっ

た。この地震を含め，新島と神津島付近では31日 までにM3クラスの地震が 6個起こった他，三宅

一339一



島近海でもM3  クラスの地震が2回あった。茨城県南西部ではM4.4 の地震が発生し日光，柿岡で

震度3， 東京，宇都宮，水戸，熊谷で震度2を観測した。

　1994年2月 ：先月末に地震のあった神津島付近に隣接する三宅島近海で．9日と11日にM3 クラ

スの4個の地震が発生した。この中での最大は 11日8時54分のM3.9 の地震である。これらの地震

はいずれも神津島で有感となっている｡伊豆半島東方沖(城ヶ崎沖合）では27日にM3.8の地震が発

生し，大島で震度2，館山，網代，三島で震度1を観測した。東海地域では，愛知県東部でM3.7の

地震が発生したが静穏な状態である。8日に東海道はるか沖で M5.6 の深発地震（深さ363㎞）が

あったが,昨年11月の同地域の深発地震の震央から50㎞ほどしか離れていない場所である｡発震機

構解による主圧力軸方向はそれぞれ南北とN60ﾟE と若干異なるが共に逆断層型である（Fig.3）。

　1994年3月 ：東海地域は依然静穏な状態が続いているが，2日に駿河湾でM3 の地震が起こった。

1昨年（1992年3月9日  のM3.1）以来である。新島と神津島付近においてM5 クラスの地震を 3個

含む活発な地震活動（1992年以来2)) が11日に始まり,活動中心を新島と神津島の間で南北に移し

ながら17日頃まで断続的に続いた。

　1994年4月 ：6日 に茨城県沖でM5 クラスの地震を2つ 含む活動があった。22日から23日にかけ

て伊豆半島東部の内陸部で小規模な活動があったが,まもなく終息した。
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　　　　　第1図 （a～f)　 東海・南関東地域に発生した地震の月別震央分布（1993年11月～1994年4月）

Fig.1(a-f)  Monthly　earthquake　epicenters　in　the　Tokai　and　Southern　Kanto　Districts　for　November,1993 - April,1994.

一341一



第1図　つづき

Fig.1　 (Continued)
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第1図　つづき

Fig.1　 (Continued)

一343一



第1図　つづき

Fig.1　 (Continued)
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第1図　つづき

Fig.1　 (Continued)
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第1図　つづき

Fig.1　 (Continued)
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第2図   東海・南関東地域に発生した地震の 3か月毎の震央分布（a：1993年11月～1994年1月， b：1994年2月～4月）

　　　　  Fig.2　 Quarterly earthquake　epicenters in the Tokai and  Southern　Kanto　Districts for

　　　　　　　    a:November,1993 - January,1994 and　b:February - April,1994,
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第2図　つづき

Fig.2　 (Continued)
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第3図   東海・南関東地域に発生した主な地震の 3か月毎の発震機構解（a：1993年11月～1994年1月， b：1994年2月～4月）

 Fig.3　Quarterly focal mechanism solutions　of main earthquakes　in the Tokai　and Southern Kanto　Districts for

　　　  a:November,1993 - January,1994 and　 b:February - April,1994.
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第3図　つづき

Fig.3　 (Continued)
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